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平成１６年度江田島町・能美町・沖美町・大柿町  

一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金運用状  

況の審査意見について  

 

 地方自治法施行令第５条第３項の規定により，審査に付され

た平成１６年度江田島町・能美町・沖美町・大柿町の一般会計・

特別会計歳入歳出決算及び証書類その他政令で定められた書

類並びに基金の運用状況に関する調書について審査を終了し

たので，次のとおり意見書を提出します。  
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一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金運用状況審査意見 

 

第１ 審査の対象 

 １ 各会計歳入歳出決算 

   平成１６年度 江田島町一般会計 

   平成１６年度 江田島町国民健康保険特別会計 

   平成１６年度 江田島町老人保健特別会計 

   平成１６年度 江田島町住宅新築資金等貸付特別会計 

平成１６年度 江田島町小用港管理特別会計 

平成１６年度 江田島町公共下水道事業特別会計 

平成１６年度 江田島町小用地区開発事業特別会計 

   平成１６年度 江田島町農業集落排水事業特別会計 

平成１６年度 江田島町介護保険特別会計 

 

 ２ 附属書類 

   平成１６年度 江田島町各会計歳入歳出決算事項別明細書 

   平成１６年度 江田島町各会計実質収支に関する調書 

   平成１６年度 江田島町財産に関する調書 

 

第２ 審査の期間 

平成１７年３月１日から平成１７年４月６日 

 

第３ 審査の方法 

この決算審査にあたり，市長から審査に付された決算報告書に基づき計数を

確認するとともに予算の執行が合法的になされているか，また，その会計処理

が適正確実に行われたかどうかを検証するため，関係職員の説明を求めるとと

もに，会計帳票及び関係証書類との照合等通常実施すべき審査手続を実施した。 
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第４ 審査の結果 

審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附属書類は，いずれも関係法令に

準拠して調製されており，かつ，それらの計数は関係諸帳簿及び証書類と符合

して正確であることを認めた。 

   また，予算の執行については，おおむね適正であると認めた。  

   審査の結果の詳細は，以下のとおりである。 

 

 １ 決算の概況 

  （１）はじめに 

    この決算は，江田島町，能美町，沖美町及び大柿町の合併に伴う平成１６

年１０月末日での打ち切り決算である。 

    その結果，多額の収入未済額及び不用額があるが，債権，債務については，

新市の江田島市へ引き継がれており，通常の決算とは異なった決算となって

いる。 

  （２）決算収支の状況 

    当年度の一般会計，特別会計を合わせた決算総額は，歳入が５，５９７，

１９７千円，歳出が５，８２９，０３８千円で，歳入歳出差引（形式収支）

は２３１，８４１千円の赤字となっている。 

    この内訳は，一般会計２２，４８７千円の赤字，国民健康保険特別会計１

７３，３９２千円の赤字，老人保健特別会計３，５４３千円の黒字，住宅新

築資金等貸付特別会計３，５８２千円の赤字，小用港管理特別会計８７３千

円の黒字，公共下水道事業特別会計４３，３５２千円の赤字，小用地区開発

事業特別会計３６，１５９千円の赤字，農業集落排水事業特別会計１，２６

２千円の黒字，介護保険特別会計４１，４５３千円の黒字となっている。  
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 第１表 決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

区      分 一般会計 特別会計 計 

歳 入 総 額      A 3,205,566  2,391,631  5,597,197  

歳 出 総 額        B 3,228,053  2,600,985  5,829,038  

差 引（形式収支）     C △22,487  △209,354  △231,841  

翌年度繰越財源        D 0  0  0  

実質収支 （Ｃ－Ｄ）   E △22,487  △209,354  △231,841  

単年度収支 （E―前年度の E） △252,538  △277,603  △530,141  

 

 ２ 一般会計 

  （１）一般会計の概要 

    当年度の決算額は，予算現額６，０１９，０７９千円に対して，歳入総額

が３，２０５，５６６千円，歳出総額が３，２２８，０５３千円で形式収支

は２２，４８７千円の赤字となっている。 

    また，翌年度への繰越財源は０であるため，実質収支も同額の赤字となっ

ている。 

    当年度のみの収支を把握するための単年度収支も２５２，５３８千円の赤

字となっている。 

 

 第２表 一般会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

3,205,566 3,228,053 △22,487 0 △22,487 △252,538 
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  （２）一般会計歳入 

    ア 歳入の概要 

     一般会計歳入の概要は 

    予算現額     ６，０１９，０７９千円 

    調 定 額     ３，５４２，４９６千円 

    収入済額     ３，２０５，５６６千円 

    不納欠損額            ０千円 

    収入未済額      ３３６，９３０千円 

     収入済額を予算現額と比較すると２，８１３，５１３千円の減少，調定

額と比較すると３３６，９３０千円の減少となっており調定額に対する収

入済額の割合（収入率）は９０．５％である。 

     歳入決算額の主なものは， 

    町  税       ７９１，１１９千円（構成比２４．７％） 

地方交付税    １，２４５，１９９千円（構成比３８．８％） 

繰 入 金       ４１３，６００千円（構成比１２．９％） 

繰 越 金       ２３３，３５２千円（構成比 ７．３％） 

町  債       １２８，６００千円（構成比 ４．０％） 
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 第３表 歳入の状況 

 

（単位：千円・％） 

区     分 

予算現額 

A 

調定額 

B 

収入済額 

C 

不 納

欠損額 

収 入

未済額 

C/A C/B 

C の

構成比 

1 町  税 1,025,575 1,082,837 791,119  291,718 77.1 73.1 24.7  

2 地方譲与税 58,802 22,443 22,443   38.2 100.0 0.7  

3 利子割交付金 10,887 3,285 3,285   30.2 100.0 0.1  

4 配当割交付金 1,713 1,102 1,102   64.3 100.0 0.1  

5 株式等譲渡所得割交付金  234 1 1   0.4 100.0 0.0  

6 地方消費税交付金  116,917 72,171 72,171   61.7 100.0 2.2  

7 自動車取得税交付金  19,821 7,291 7,291   36.8 100.0 0.2  

8 国有提供施設等所在

市町村助成交付金  

217,700 0 0      

9 地方特例交付金  46,000 45,185 45,185   98.2 100.0 1.4  

10 地方交付税 1,800,200 1,245,199 1,245,199   69.2 100.0 38.8  

11 交通安全対策特別交付金  909 504 504   55.4 100.0 0.1  

12 分担金及び負担金  40,896 27,802 20,715  7,087 50.7 74.5 0.6  

13 使用料及び手数料  59,182 56,215 29,777  26,438 50.3 53.0 0.9  

14 国庫支出金 365,761 86,283 86,283   23.6 100.0 2.7  

15 県支出金 329,299 35,429 35,429   10.8 100.0 1.1  

16 財産収入 136,922 41,919 35,973  5,946 26.3 85.8 1.1  

17 寄 附 金 562 1,265 1,265   225.1 100.0 0.1  

18 繰 入 金 413,600 413,600 413,600   100.0 100.0 12.9  

19 繰 越 金 233,352 233,352 233,352   100.0 100.0 7.3  

20 諸 収 入 197,447 38,013 32,272  5,741 16.3 84.9 1.0  

21 町  債 943,300 128,600 128,600   13.6 100.0 4.0  

合     計 6,019,079 3,542,496 3,205,566  336,930 53.3 90.5 100.0  
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（３）一般会計歳出 

    ア 歳出の概要 

     一般会計歳出の概要は 

    予算現額     ６，０１９，０７９千円 

    支出済額     ３，２２８，０５３千円 

    不 用 額     ２，７９１，０２６千円 

     予算現額に対する支出済額の割合（執行率）は５３．６％である。  

     歳出決算額の主なものは， 

    総 務 費       ５６１，１２５千円（構成比１７．４％） 

    民 生 費       ５２０，４９０千円（構成比１６．１％） 

    衛 生 費       ２９５，３９７千円（構成比 ９．２％） 

土 木 費       ６０４，１６４千円（構成比１８．７％） 

教 育 費       ２８８，６４９千円（構成比 ８．９％） 

公 債 費       ４７２，３８５千円（構成比１４．６％） 
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 第４表 歳出の状況 

 

（単位：千円・％） 

区    分 
予算現額 

A 

支出済額 

B 
不用額 B/A 

B の 

構成比 

1 議 会 費 84,446  49,373  35,073  58.5  1.5   

2 総 務 費 871,022  561,125  309,897  64.4  17.4   

3 民 生 費 1,003,657  520,490  483,167  51.9  16.1   

4 衛 生 費 600,887  295,397  305,490  49.2  9.2   

5 労 働 費 30,316  28,920  1,396  95.4  0.9   

6 農林水産業費 486,235  221,872  264,363  45.6  6.9   

7 商 工 費 39,095  26,765  12,330  68.5  0.8   

8 土 木 費 1,015,223  604,164  411,059  59.5  18.7   

9 消 防 費 283,695  148,627  135,068  52.4  4.6   

10 教 育 費 547,862  288,649  259,213  52.7  8.9   

11 災害復旧費 85,776  8,729  77,047  10.2  0.3   

12 公 債 費 959,766  472,385  487,381  49.2  14.6   

13 諸支出金 2,001  1,557  444  77.8  0.1   

14 予 備 費 9,098  0  9,098    

合    計 6,019,079  3,228,053  2,791,026  53.6  100.0   
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 ３ 特別会計 

  （１）国民健康保険特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額１，１４０，５０１千円に対して，歳入総額

が４４０，０６８千円，歳出総額が６１３，４６０千円で，形式収支は１７

３，３９２千円の赤字となっている。 

    歳入の主なものは，国民健康保険税が１６３，０８５千円（構成比３７．

１％），国庫支出金が１３９，５４５千円（構成比３１．７％），療養給付費

交付金が１１２，３４１千円（構成比２５．５％）である。 

    歳出の主なものは，保険給付費が４０５，１０５千円（構成比６６．０％），

老人保健拠出金が１６４，５８０千円（構成比２６．８％）である。 

 

第５表 国民健康保険特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

440,068 613,460 △173,392 0 △173,392 △188,784 
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 第６表 歳入の状況 

 

（単位：千円・％） 

区     分 

予算現額 

A 

調定額 

B 

収入済額 

C 

不 納

欠損額 

収 入

未済額 

C/A C/B 

C の

構成比 

1 国民健康保険税  353,826 451,046 163,085  287,961 46.1 36.2 37.1  

2 使用料及び手数料  88 69 69   78.4 100.0 0.0  

3 国庫支出金 416,284 139,545 139,545   33.5 100.0 31.7  

4 県支出金 5,500 2,508 2,508   45.6 100.0 0.6  

5 療養給付費交付金  281,341 112,341 112,341   39.9 100.0 25.5  

6 共同事業交付金  8,565 6,415 6,415   74.9 100.0 1.5  

7 財産収入 109 57 57   52.3 100.0 0.0  

8 繰 入 金 58,841 0 0       

9 繰 越 金 15,392 15,392 15,392   100.0 100.0 3.5  

10 諸 収 入 555 656 656   118.2 100.0 0.1  

合     計 1,140,501 728,029 440,068  287,961 38.6 60.4 100.0  
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第７表 歳出の状況 

 

（単位：千円・％） 

区    分 
予算現額 

A 

支出済額 

B 
不用額 B/A 

B の 

構成比 

1 総 務 費 11,008  5,315  5,693  48.3  0.9   

2 保険給付費 780,391  405,105  375,286  51.9  66.0   

3 老人保健拠出金 272,983  164,580  108,403  60.3  26.8   

4 介護納付金 48,846  27,238  21,608  55.8  4.4   

5 共同事業拠出金 22,000  10,031  11,969  45.6  1.6   

6 保健施設費 2,007  1,116  891  55.6  0.2   

7 基金積立金 109  57  52  52.3  0.1   

8 公 債 費 150  13  137  8.7  0.0   

9 諸支出金 601  5  596  0.8  0.0   

10 予 備 費 2,406  0  2,406    

合    計 1,140,501  613,460  527,041  53.8  100.0   

 

 

（２）老人保健特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額１，６８０，５４４千円に対して，歳入総額

が８９６，９８５千円，歳出総額が８９３，４４２千円で，形式収支は３，

５４３千円の黒字となっている。 

    歳入の主なものは，支払基金交付金が５４１，２３８千円（構成比６０．

３％），国庫支出金が２３９，８１４千円（構成比２６．７％），県支出金が

５６，４００千円（構成比６．３％），繰入金が４５，０００千円（構成比５．

０％）である。 

    歳出の主なものは，医療諸費が８８７，８５１千円（構成比９９．４％），

諸支出金が３，７５５千円（構成比０．４％）である。 
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第８表 老人保健特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

896,985 893,442 3,543 0 3,543 △10,501 

 

 

（３）住宅新築資金等貸付特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額３９，２６０千円に対して，歳入総額が１８，

５７４千円，歳出総額が２２，１５６千円で，形式収支は３，５８２千円の

赤字となっている。 

    歳入の主なものは，諸収入が１６，９９５千円（構成比９１．５％）であ

る。 

    歳出の主なものは，公債費が２２，１２４千円（構成比９９．９％）であ

る。 

 

第９表 住宅新築資金等貸付特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

18,574 22,156 △3,582 0 △3,582 △5,161 

 

 

（４）小用港管理特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額２８，８００千円に対して，歳入総額が１５，

７１４千円，歳出総額が１４，８４１千円で，形式収支は８７３千円の黒字

となっている。 
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    歳入の主なものは，使用料及び手数料が１１，４６７千円（構成比７３．

０％），繰入金が４，０００千円（構成比２５．５％）である。 

    歳出は，港湾管理委託事業費が１４，８４１千円である。 

 

第１０表 小用港管理特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

15,714 14,841 873 0 873 625 

 

 

（５）公共下水道事業特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額９５３，９９７千円に対して，歳入総額が３

６３，０１８千円，歳出総額が４０６，３７０千円で，形式収支は４３，３

５２千円の赤字となっている。 

歳入の主なものは，繰入金が２１２，０００千円（構成比５８．４％），国

庫支出金が６７，３００千円（構成比１８．５％），分担金及び負担金が４１，

５１２千円（構成比１１．４％），使用料及び手数料が３２，６３９千円（構

成比９．０％）である。 

    歳出の主なものは，事業費が２８６，７７５千円（構成比７０．６％），公

債費が８３，９０３千円（構成比２０．６％）である。 

 

第１１表 公共下水道事業特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

363,018 406,370 △43,352 0 △43,352 △52,920 
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（６）小用地区開発事業特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額２７０，６８４千円に対して，歳入総額が２

１，４７３千円，歳出総額が５７，６３２千円で，形式収支は３６，１５９

千円の赤字となっている。 

    歳入の主なものは，財産収入が２１，３８０千円（構成比９９．６％）で

ある。 

    歳出は，小用地区開発事業費が５７，６８２千円である。 

 

第１２表 小用地区開発事業特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

21,473 57,632 △36,159 0 △36,159 △36,251 

 

 

（７）農業集落排水事業特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額２４，５９５千円に対して，歳入総額が１６，

４７３千円，歳出総額が１５，２１１千円で，形式収支は１，２６２千円の

黒字となっている。 

    歳入の主なものは，繰入金が１１，５００千円（構成比６９．８％），繰越

金３，０２９千円（構成比１８．４％）使用料及び手数料が１，２５４千円

（構成比７．６％）である。 

    歳出の主なものは，総務費が１２，９４２千円（構成比８５．１％）であ

る。 
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第１３表 農業集落排水事業特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

16,473 15,211 1,262 0 1,262 △1,767 

 

 

（８）介護保険特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額１，１９９，９０９千円に対して，歳入総額

が６１９，３２６千円，歳出総額が５７７，８７３千円で，形式収支は４１，

４５３千円の黒字となっている。 

    歳入の主なものは，支払基金交付金が１８０，４７２千円（構成比２９．

１％），国庫支出金が１６３，１０６千円（構成比２６．３％），保険料が９

４，２４７千円（構成比１５．２％），繰入金が９０，６００千円（構成比１

４．６％）である。 

    歳出の主なものは，保険給付費が５４５，６０７千円（構成比９４．４％），

総務費が２２，２５２千円（構成比３．９％）である。 

 

第１４表 介護保険特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

619,326 577,873 41,453 0 41,453 17,156 
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４  財産に関する調書  

（１）  基  金  

 

第１５表  基金の状況  

                                （ 単 位 ： 円 ）  

区       分  前 年 度 末 現 在 高  決 算 年 度 中 増 減 高  決 算 年 度 末 現 在 高  

財 政 調 整 基 金  292 ,4 60 ,8 41  △ 3 ,2 54 ,0 72  289 ,2 06 ,7 69  

減 債 基 金  222 ,5 00 ,7 73      8, 66 3  222 ,5 09 ,4 36  

ふ る さ と 創 生 事 業 基 金  49, 90 2, 08 3   △ 4 8, 99 2, 12 2  909 ,9 61  

公 共 施 設 等 整 備 基 金  287 ,3 48          1 1  287 ,3 59  

切 串 新 開 樋 門 施 設 等 整 備 基 金  10, 22 2, 30 4   10, 22 2, 30 4  

ふ る さ と 水 と 土 の 保 全 基 金  10, 65 8, 99 3   10, 65 8, 99 3  

山 林 緑 化 推 進 基 金  1,2 68 ,4 57   1,2 68 ,4 57  

福 祉 振 興 基 金  84, 53 9, 55 8   △ 8 3, 99 6, 05 4  543 ,5 04  

新 し い 時 代 を 支 え る 人 づ く り 基 金  117 ,8 58 ,9 85  △ 1 17 ,2 94 ,5 31  564 ,4 54  

小 用 地 区 開 発 事 業 財 政 調 整 基 金  117 ,2 44 ,2 08      23 ,4 75  117 ,2 67 ,6 83  

介 護 給 付 費 準 備 基 金  14, 90 0, 02 1     10 ,0 00 ,1 48  24, 90 0, 16 9  

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金  224 ,7 15 ,9 73      57 ,0 52  224 ,7 73 ,0 25  

奨 学 基 金  126 ,8 08 ,2 89        1 49  126 ,8 08 ,4 38  

土 地 開 発 基 金  216 ,8 93 ,7 71     1 37 ,5 49  217 ,0 31 ,3 20  

合       計  1,4 90 ,2 61 ,6 04  △ 2 43 ,3 09 ,7 32  1,2 46 ,9 51 ,8 72  
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（２）  公有財産（土地及び建物）  

 

第１６表  公有財産の状況  

                      （単位：㎡）  

区    分  土  地  面  積  建  物  面  積  

行政財産合計  290,983     68,647     

普通財産合計  2,273,497     808     

合    計  2,564,480     69,455     

 

 ５ 基金運用状況 

   特定の目的のために，定額の資金を運用をするために設置された基金の運用

状況を示すものであり，その概要は次のとおりである。  

  

（１） 土地開発基金 

 

第１６表  土地開発基金の状況  

（単位：円） 

区 分 
前年度末 

現在高 

決 算 年 度 中 の 増 減 高 決算年度末

現在高 増 減 計 

貸付金 216,154,772 179,200,000 199,714,772 △ 20,514,772 195,640,000 

現 金 738,999 199,852,321 179,200,000 20,652,321 21,391,320 

合 計 216,893,77 379,052,321 378,914,772    137,549 217,031,320 

  当年度末は２１７，０３１，３２０円で前年度末と比較して１３７，５４９円増加し

ている。これは，新規貸付１７９，２００，０００円，貸付金償還金１９９，７１４，

７７２円，基金利子１３７，５４９円によるものである。 
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（２） 奨学基金 

第１７表  奨学基金の状況  

（単位：円） 

区 分 
前年度末 

現在高 

決 算 年 度 中 の 増 減 高 決算年度末

現在高 増 減 計 

貸付金 116,425,139 15,280,000 13,212,592 2,067,408 118,492,547 

現 金 10,383,150 13,212,741 15,280,000 △2,067,259 8,315,891 

合 計 126,808,289 28,492,741 28,492,592    149 126,808,438 

  当年度末は１２６，８０８，４３８円で前年度末と比較して１４９円増加している。

これは，新規貸付１５，２８０，０００円，貸付金償還金１３，２１２，５９２円，基

金利子１４９円によるものである。 

 

６ むすび 

   この決算は，江田島町，能美町，沖美町及び大柿町の合併に伴う平成１６年

１０月末日までの会計期間７か月の変則的な決算である。  

   そのため，予算の執行率は前年に比べて大変低くなっており，予算執行率に

ついては，前年度対比は困難である。 

   平成１６年１０月末日での打ち切り決算は，一般会計と特別会計を合わせた

歳入総額が５，５９７，１９７千円，歳出総額が５，８２９，０３８千円で，

形式収支及び実質収支ともに２３１，８４１千円の赤字となっている。  

   収入未済額や予算の未執行に伴う不用額が多くなっているが，債権，債務に

ついては江田島市に引き継がれている。 

   なお，町税をはじめ国民健康保険税，住宅新築資金等貸付金及び使用料等の

滞納額は２３１，４５７千円となっており，税の公平性に鑑み実態を把握検討

され滞納の解消に市職員一丸となって努められることを要望する。  
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一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金運用状況審査意見 

 

第１ 審査の対象 

 １ 各会計歳入歳出決算 

   平成１６年度 能美町一般会計 

   平成１６年度 能美町港湾管理特別会計 

   平成１６年度 能美町住宅新築資金等貸付事業特別会計 

   平成１６年度 能美町教育振興奨学金特別会計 

   平成１６年度 能美町国民健康保険特別会計 

   平成１６年度 能美町老人保健特別会計 

   平成１６年度 能美町介護保険特別会計 

 

 ２ 附属書類 

   平成１６年度 能美町各会計歳入歳出決算事項別明細書 

   平成１６年度 能美町各会計実質収支に関する調書 

   平成１６年度 能美町財産に関する調書 

   平成１６年度 能美町基金状況調書 

 

第２ 審査の期間 

平成１７年３月１日から平成１７年４月６日 

 

第３ 審査の方法 

この決算審査にあたり，市長から審査に付された決算報告書に基づき計数を

確認するとともに予算の執行が合法的になされているか，また，その会計処理

が適正確実に行われたかどうかを検証するため，関係職員の説明を求めるとと

もに，会計帳票及び関係証書類との照合等通常実施すべき審査手続を実施した。 
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第４ 審査の結果 

審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附属書類は，いずれも関係法令に

準拠して調製されており，かつ，それらの計数は関係諸帳簿及び証書類と符合

して正確であることを認めた。 

   また，予算の執行については，おおむね適正であると認めた。  

   審査の結果の詳細は，以下のとおりである。 

 

 １ 決算の概況 

  （１）はじめに 

    この決算は，江田島町，能美町，沖美町及び大柿町の合併に伴う平成１６

年１０月末日での打ち切り決算である。 

    その結果，多額の収入未済額及び不用額があるが，債権，債務については，

新市の江田島市へ引き継がれており，通常の決算とは異なった決算となって

いる。 

  （２）決算収支の状況 

    当年度の一般会計，特別会計を合わせた決算総額は，歳入が３，１３４，

６６４千円，歳出が３，３１９，５８７千円で，歳入歳出差引（形式収支）

は１８４，９２３千円の赤字となっている。 

    この内訳は，一般会計２８９，２４１千円の赤字，港湾管理特別会計３，

６１９千円の黒字，住宅新築資金等貸付事業特別会計１０，８２７千円の黒

字，教育振興奨学金特別会計３９４千円の黒字，国民健康保険特別会計１７，

７８１千円の赤字，老人保健特別会計４７，４３６千円の黒字，介護保険特

別会計５９，８２３千円の黒字となっている。  

 

 

 

 

 

 

 



 - 21 - 

 第１表 決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

区      分 一般会計 特別会計 計 

歳 入 総 額      A 1,826,408  1,308,256  3,134,664  

歳 出 総 額        B 2,115,649  1,203,938  3,319,587  

差 引（形式収支）     C △289,241  104,318  △184,923  

翌年度繰越財源        D 0  0  0  

実質収支 （Ｃ－Ｄ）   E △289,241  104,318  △184,923  

単年度収支 （E―前年度の E） △341,929  △60,405  △402,334  

 

 ２ 一般会計 

  （１）一般会計の概要 

    当年度の決算額は，予算現額３，９５４，５１１千円に対して，歳入総額

が１，８２６，４０８千円，歳出総額が２，１１５，６４９千円で形式収支

は２８９，２４１千円の赤字となっている。 

    また，翌年度への繰越財源は０であるため，実質収支も同額の赤字となっ

ている。 

    当年度のみの収支を把握するための単年度収支も３４１，９２９千円の赤

字となっている。 

 

 第２表 一般会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

1,826,408 2,115,649 △289,241 0 △289,241 △341,929 
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  （２）一般会計歳入 

    ア 歳入の概要 

     一般会計歳入の概要は 

    予算現額     ３，９５４，５１１千円 

    調 定 額     ２，０２０，８６８千円 

    収入済額     １，８２６，４０８千円 

    不納欠損額            ０千円 

    収入未済額      １９４，４６０千円 

     収入済額を予算現額と比較すると２，１２８，１０３千円の減少，調定

額と比較すると１９４，４６０千円の減少となっており調定額に対する収

入済額の割合（収入率）は９０．４％である。 

     歳入決算額の主なものは， 

    町  税       ３６４，３４３千円（構成比１９．９％） 

地方交付税      ９１６，６０４千円（構成比５０．３％） 

繰 入 金       １５２，２６３千円（構成比 ８．３％） 

繰 越 金       ２２１，０３１千円（構成比１２．１％） 
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 第３表 歳入の状況 

 

（単位：千円・％） 

区     分 

予算現額 

A 

調定額 

B 

収入済額 

C 

不 納

欠損額 

収 入

未済額 

C/A C/B 

C の

構成比 

1 町  税 511,980 524,082 364,343  159,739 71.2 69.5 19.9  

2 地方譲与税 39,308 14,755 14,755   37.5 100.0 0.8  

3 利子割交付金 4,222 1,341 1,341   31.8 100.0 0.1  

4 配当割交付金 699 450 450   64.4 100.0 0.0  

5 株式等譲渡所得割交付金  95 0 0      

6 地方消費税交付金  46,161 29,994 29,994   65.0 100.0 1.6  

7 自動車取得税交付金  15,499 5,966 5,966   38.5 100.0 0.3  

8 地方特例交付金  17,253 17,253 17,253   100.0 100.0 0.9  

9 地方交付税 1,283,426 916,604 916,604   71.4 100.0 50.3  

10 交通安全対策特別交付金  698 423 423   60.6 100.0 0.0  

11 分担金及び負担金  47,354 30,593 19,483  11,110 41.1 63.7 1.1  

12 使用料及び手数料  40,980 44,542 21,270  23,272 51.9 47.8 1.2  

13 国庫支出金 240,230 16,785 16,785   7.0 100.0 0.9  

14 県支出金 180,176 17,667 17,667   9.8 100.0 1.0  

15 財産収入 35,042 3,145 3,141  4 9.0 99.9 0.2  

16 寄 附 金 1 0 0      

17 繰 入 金 561,540 152,263 152,263   27.1 100.0 8.3  

18 繰 越 金 221,031 221,031 221,031   100.0 100.0 12.1  

19 諸 収 入 92,616 23,974 23,639  335 25.5 98.6 1.3  

20 町  債 616,200 0 0      

合     計 3,954,511 2,020,868 1,826,408  194,460 46.2 90.4 100.0  
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（３）一般会計歳出 

    ア 歳出の概要 

     一般会計歳出の概要は 

    予算現額     ３，９５４，５１１千円 

    支出済額     ２，１１５，６４９千円 

    不 用 額     １，８３８，８６２千円 

     予算現額に対する支出済額の割合（執行率）は５３．５％である。  

     歳出決算額の主なものは， 

    総 務 費       ２４９，３２９千円（構成比１１．８％） 

    民 生 費       ３４９，６９９千円（構成比１６．５％） 

    衛 生 費       １４７，０６１千円（構成比 ７．０％） 

土 木 費       ２６５，８１２千円（構成比１２．６％） 

教 育 費       ６０５，４１３千円（構成比２８．５％） 

公 債 費       １７５，９９５千円（構成比 ８．３％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 25 - 

 第４表 歳出の状況 

 

（単位：千円・％） 

区    分 
予算現額 

A 

支出済額 

B 
不用額 B/A 

B の 

構成比 

1 議 会 費 60,994  34,958  26,036  57.3  1.7   

2 総 務 費 488,830  249,329  239,501  51.0  11.8   

3 民 生 費 617,651  349,699  267,952  56.6  16.5   

4 衛 生 費 270,828  147,061  123,767  54.3  7.0   

5 労 働 費 4,000  4,000  0  100.0  0.2   

6 農林水産業費 202,924  96,225  106,699  47.4  4.5   

7 商 工 費 98,643  72,880  25,763  73.9  3.4   

8 土 木 費 621,236  265,812  355,424  42.8  12.6   

9 消 防 費 263,989  111,396  152,593  42.2  5.3   

10 教 育 費 828,048  605,413  222,635  73.1  28.5   

11 災害復旧費 14,784  1,504  13,280  10.2  0.1   

12 公 債 費 470,500  175,995  294,505  37.4  8.3   

13 諸支出金 9,268  1,377  7,891  14.9  0.1   

14 予 備 費 2,816   0  2,816    

合    計 3,954,511  2,115,649  1,838,862  53.5  100.0   
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 ３ 特別会計 

  （１）港湾管理特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額１４，４９０千円に対して，歳入総額が９，

６３６千円，歳出総額が６，０１７千円で，形式収支は３，６１９千円の黒

字となっている。 

    歳入の主なものは，使用料及び手数料が７，１１４千円（構成比７３．８％），

繰越金が２，２７８千円（構成比２３．６％）である。 

    歳出の主なものは，港湾費が６，０１７千円である。 

 

第５表 港湾管理特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

9,636 6,017 3,619 0 3,619 1,341 

 

 

（２）住宅新築資金等貸付事業特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額３９，７７５千円に対して，歳入総額が２４，

４２１千円，歳出総額が１３，５９４千円で，形式収支は１０，８２７千円

の黒字となっている。 

    歳入の主なものは，繰越金が１３，８０５千円（構成比５６．５％），諸収

入が１０，６１７千円（構成比４３．５％）である。 

    歳出の主なものは，公債費が１３，１９３千円（構成比９７．１％）であ

る。 
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第６表 住宅新築資金等貸付事業特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

24,421 13,594 10,827 0 10,827 △2,978 

 

 

（３）教育振興奨学金特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額９，９１４千円に対して，歳入総額が６，１

７４千円，歳出総額が５，７８０千円で，形式収支は３９４千円の黒字とな

っている。 

    歳入の主なものは，繰入金が３，４００千円（構成比５５．１％），諸収入

が２，６６５千円（構成比４３．２％）である。 

    歳出の主なものは，貸付金が５，７５４千円（構成比９９．６％）である。 

 

第７表 教育振興奨学金特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

6,174 5,780 394 0 394 390 

 

 

（４）国民健康保険特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額８１１，５７６千円に対して，歳入総額が３

８９，４１６千円，歳出総額が４０７，１９７千円で，形式収支は１７，７

８１千円の赤字となっている。 

    歳入の主なものは，繰越金が１１７，５６９千円（構成比３０．２％），国



 - 28 - 

庫支出金が９６，５１０千円（構成比２４．８％），国民健康保険税が９２，

１４０千円（構成比２３．７％），療養給付費等交付金５４，４１８千円（構

成比１４．０％）である。 

    歳出の主なものは，保険給付費が２４４，６８１千円（構成比６０．１％），

老人保健拠出金が１１９，８００千円（構成比２９．４％）である。 

 

第８表 国民健康保険特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

389,416 407,197 △17,781 0 △17,781 △135,350 

 

 第９表 歳入の状況 

 

（単位：千円・％） 

区     分 

予算現額 

A 

調定額 

B 

収入済額 

C 

不 納

欠損額 

収 入

未済額 

C/A C/B 

C の

構成比 

1 国民健康保険税  228,229 304,340 92,140  212,200 40.4 30.3 23.7  

2 使用料及び手数料  30 15 15   50.0 100.0 0.0  

3 国庫支出金 256,448 96,510 96,510   37.6 100.0 24.8  

4 県支出金 4,000 1,731 1,731   43.3 100.0 0.4  

5 療養給付費等交付金  134,230 54,418 54,418   40.5 100.0 14.0  

6 共同事業交付金  5,000 9,440 9,440   188.8 100.0 2.4  

7 財産収入 3 1 1   33.3 100.0 0.0  

8 繰 入 金 65,956 16,969 16,969   25.7 100.0 4.3  

9 繰 越 金 117,569 117,569 117,569   100.0 100.0 30.2  

10 諸 収 入 111 623 623   561.3 100.0 0.2  

合     計 811,576 601,616 389,416  212,200 48.0 64.7 100.0  
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第１０表 歳出の状況 

 

（単位：千円・％） 

区    分 
予算現額 

A 

支出済額 

B 
不用額 B/A 

B の 

構成比 

1 総 務 費 19,602  10,518  9,084  53.7  2.6   

2 保険給付費 453,125  244,681  208,444  54.0  60.1   

3 老人保健拠出金 204,348  119,800  84,548  58.6  29.4   

4 介護納付金 33,578  19,588  13,990  58.3  4.8   

5 共同事業拠出金 16,000  6,921  9,079  43.3  1.7   

6 保健事業費 1,566  697  869  44.5  0.2   

7 基金積立金 3  1  2  33.3  0.0   

8 公 債 費 100  0  100    

9 諸支出金 5,322  4,991  331  93.8  1.2   

10 予 備 費 77,932  0  77,932    

合    計 811,576  407,197  404,379  50.2  100.0   

 

 

（５）老人保健特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額１，００２，６０４千円に対して，歳入総額

が５７４，２２２千円，歳出総額が５２６，７８６千円で，形式収支は４７，

４３６千円の黒字となっている。 

歳入の主なものは，支払基金交付金が３４５，７５７千円（構成比６０．

２％），国庫支出金が１４８，６１１千円（構成比２５．９％），繰入金３６，

４３７千円（構成比６．３％），県支出金が３４，９５１千円（構成比６．１％）

である。 

    歳出の主なものは，医療諸費が５２６，７８６千円である。 
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第１１表 老人保健特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

574,222 526,786 47,436 0 47,436 40,170 

 

 

（６）介護保険特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額５５０，９４３千円に対して，歳入総額が３

０４，３８７千円，歳出総額が２４４，５６４千円で，形式収支は５９，８

２３千円の黒字となっている。 

    歳入の主なものは，支払基金交付金が８０，２９４千円（構成比２６．４％），

国庫支出金が７６，５９８千円（構成比２５．２％），保険料が４７，２３４

千円（構成比１５．５％），繰入金が４５，４７０千円（構成比１４．９％）

である。 

    歳出は，保険給付費が２３６，０４５千円（構成比９６．５％）である。 

 

第１２表 介護保険特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

304,387 244,564 59,823 0 59,823 36,022 
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４  財産に関する調書  

（１）  基  金  

 

第１３表 基金の状況 

                                （ 単 位 ： 円 ）  

区       分  前 年 度 末 現 在 高  決 算 年 度 中 増 減 高  決 算 年 度 末 現 在 高  

財 政 調 整 基 金  615 ,7 37 ,8 74  △ 1 49 ,8 25 ,0 99  465 ,9 12 ,7 75  

減 債 基 金  153 ,8 28 ,8 12         9 00  153 ,8 29 ,7 12  

ふ る さ と 創 生 基 金  371 ,6 26 ,1 08     23 0, 27 6  371 ,8 56 ,3 84  

地 域 福 祉 基 金  190 ,1 08 ,6 26       1, 64 8  190 ,1 10 ,2 74  

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金  134 ,5 55 ,1 79       3, 38 4  134 ,5 58 , 5 63  

ふ る さ と 水 と 土 の 保 全 基 金  10, 51 4, 68 1          9 1  10, 51 4, 77 2  

沖 美 町 牡 蛎 殻 海 中 堆 積 場 公 害 防 止 基 金  3 ,0 47 ,9 85          2 6  3,0 48 ,0 11  

介 護 給 付 費 準 備 基 金  3,3 97 ,0 00          2 9  3,3 97 ,0 29  

土 地 開 発 基 金  399 ,9 26 ,6 82       74 9, 611  400 ,6 76 ,2 93  

県 収 入 証 紙 購 入 基 金  300 ,0 00  0 300 ,0 00  

用 品 調 達 基 金  600 ,0 00  0 600 ,0 00  

合       計  1,8 83 ,6 42 ,9 47  △ 1 48 ,8 39 ,1 34  1,7 34 ,8 03 ,8 13  

  

（２）  公有財産（土地及び建物）  

 

第１４表 公有財産の状況 

                      （単位：㎡）  

区    分  土  地  面  積  建  物  面  積  

行政財産合計    282,996       46,401     

普通財産合計  58,471       0     

合    計  341,467     46,401     

 

 



 - 32 - 

５ 基金運用状況 

   特定の目的のために，定額の資金を運用をするために設置された基金の運用

状況を示すものであり，その概要は次のとおりである。  

  

（１） 土地開発基金 

 

第１５表  土地開発基金の状況  

（単位：円） 

区 分 
前年度末 

現在高 

決 算 年 度 中 の 増 減 高 決算年度末

現在高 増 減 計 

現 金 46,930,442 1,853,235  1,853,235 48,783,677 

土 地 352,996,240  1,103,624 △1,103,624 351,892,616 

合 計 399,926,682 1,853,235 1,103,624 749,611 400,676,293 

土地（面積） 16,441 ㎡   1,000 ㎡  △1,000 ㎡  15,441 ㎡  

  当年度末は４００，６７６，２９３円で前年度末と比較して７４９，６１１円増加し

ている。これは，土地１，０００㎡の代金１，１０３，６２４円，基金利子７４９，６

１１円の積み立てによるものである。 

 

（２） 広島県収入証紙購入基金 

 

第１６表  広島県収入証紙購入基金の状況  

（単位：円） 

 

区 分 前年度末現在高 決算年度中の増減高 決算年度末現在高 

現 金 58,760    113,280    172,040    

証 紙 241,240    △113,280    127,960    

合 計 300,000    0    300,000    
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 （３） 用品調達基金 

第１７表  用品調達基金の状況  

（単位：円） 

区 分 前年度末現在高 決算年度中の増減高 決算年度末現在高 

現 金 600,000    0    600,000    

合 計 600,000    0    600,000    

  

６ むすび 

   この決算は，江田島町，能美町，沖美町及び大柿町の合併に伴う平成１６年

１０月末日までの会計期間７か月の変則的な決算である。  

   そのため，予算の執行率は前年に比べて大変低くなっており，予算執行率に

ついては，前年度対比は困難である。 

   平成１６年１０月末日での打ち切り決算は，一般会計と特別会計を合わせた

歳入総額が３，１３４，６６４千円，歳出総額が３，３１９，５８７千円で，

形式収支及び実質収支ともに１８４，９２３千円の赤字となっている。  

   収入未済額や予算の未執行に伴う不用額が多くなっているが，債権，債務に

ついては江田島市に引き継がれている。 

   なお，町税をはじめ国民健康保険税，住宅新築資金等貸付金及び使用料等の

滞納額は１４３，９９９千円となっており，税の公平性に鑑み実態を把握検討

され滞納の解消に市職員一丸となって努められることを要望する。  
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一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金運用状況審査意見 

 

第１ 審査の対象 

 １ 各会計歳入歳出決算 

   平成１６年度 沖美町一般会計 

   平成１６年度 沖美町国民健康保険特別会計 

   平成１６年度 沖美町老人保健特別会計 

   平成１６年度 沖美町介護保険特別会計 

平成１６年度 沖美町農業集落排水事業特別会計 

平成１６年度 沖美町漁港特別会計 

平成１６年度 沖美町三高港特別会計 

平成１６年度 沖美町住宅新築資金等貸付事業特別会計 

   平成１６年度 沖美町教育振興奨学金特別会計 

 

 ２ 附属書類 

   平成１６年度 沖美町各会計歳入歳出決算事項別明細書 

   平成１６年度 沖美町各会計実質収支に関する調書 

   平成１６年度 沖美町財産に関する調書 

 

第２ 審査の期間 

平成１７年３月１日から平成１７年４月６日 

 

第３ 審査の方法 

この決算審査にあたり，市長から審査に付された決算報告書に基づき計数を

確認するとともに予算の執行が合法的になされているか，また，その会計処理

が適正確実に行われたかどうかを検証するため，関係職員の説明を求めるとと

もに，会計帳票及び関係証書類との照合等通常実施すべき審査手続を実施した。 
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第４ 審査の結果 

審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附属書類は，いずれも関係法令に

準拠して調製されており，かつ，それらの計数は関係諸帳簿及び証書類と符合

して正確であることを認めた。 

   また，予算の執行については，おおむね適正であると認めた。  

   審査の結果の詳細は，以下のとおりである。 

 

 １ 決算の概況 

  （１）はじめに 

    この決算は，江田島町，能美町，沖美町及び大柿町の合併に伴う平成１６

年１０月末日での打ち切り決算である。 

    その結果，多額の収入未済額及び不用額があるが，債権，債務については，

新市の江田島市へ引き継がれており，通常の決算とは異なった決算となって

いる。 

  （２）決算収支の状況 

    当年度の一般会計，特別会計を合わせた決算総額は，歳入が２，６８６，

０８５千円，歳出が２，７９６，０００千円で，歳入歳出差引（形式収支）

は１０９，９１５千円の赤字となっている。 

    この内訳は，一般会計２４２，６５０千円の赤字，国民健康保険特別会計

１４，３９４千円の黒字，老人保健特別会計２５，６６９千円の黒字，介護

保険特別会計３２，２１５千円の黒字，農業集落排水事業特別会計５２，４

４８千円の黒字，漁港特別会計１４８千円の黒字，三高港特別会計１，６８

１千円の黒字，住宅新築資金等貸付特別会計５３１千円の黒字，教育振興奨

学金特別会計５，６４９千円の黒字となっている。  
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 第１表 決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

区      分 一般会計 特別会計 計 

歳 入 総 額      A 1,307,336  1,378,749  2,686,085  

歳 出 総 額        B 1,549,986  1,246,014  2,796,000  

差 引（形式収支）     C △242,650  132,735  △109,915  

翌年度繰越財源        D 0  0  0  

実質収支 （Ｃ－Ｄ）   E △242,650  132,735  △109,915  

単年度収支 （E―前年度の E） △300,553  △30,922  △331,475  

 

 ２ 一般会計 

  （１）一般会計の概要 

    当年度の決算額は，予算現額３，０６３，８４１千円に対して，歳入総額

が１，３０７，３３６千円，歳出総額が１，５４９，９８６千円で形式収支

は２４２，６５０千円の赤字となっている。 

    また，翌年度への繰越財源は０であるため，実質収支も同額の赤字となっ

ている。 

    当年度のみの収支を把握するための単年度収支も３００，５５３千円の赤

字となっている。 

 

 第２表 一般会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

1,307,336 1,549,986 △242,650 0 △242,650 △300,553 
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  （２）一般会計歳入 

    ア 歳入の概要 

     一般会計歳入の概要は 

    予算現額     ３，０６３，８４１千円 

    調 定 額     １，４３７，３６７千円 

    収入済額     １，３０７，３３６千円 

    不納欠損額            ０千円 

    収入未済額      １３０，０３１千円 

     収入済額を予算現額と比較すると１，７５６，５０５千円の減少，調定

額と比較すると１３０，０３１千円の減少となっており調定額に対する収

入済額の割合（収入率）は９１．０％である。 

     歳入決算額の主なものは， 

    町  税       ２４５，３８３千円（構成比１８．８％） 

地方交付税      ７７６，４８３千円（構成比５９．４％） 

県支出金        ５４，１２２千円（構成比 ４．１％） 

繰 越 金        ７１，０８２千円（構成比 ５．４％） 

町  債        ３２，８００千円（構成比 ２．５％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 39 - 

 第３表 歳入の状況 

 

（単位：千円・％） 

区     分 

予算現額 

A 

調定額 

B 

収入済額 

C 

不 納

欠損額 

収 入

未済額 

C/A C/B 

C の

構成比 

1 町  税 312,446 361,523 245,383  116,140 78.5 67.9 18.8  

2 地方譲与税 30,420 10,786 10,786   35.5 100.0 0.8  

3 利子割交付金 2,870 869 869   30.3 100.0 0.1  

4 配当割交付金 450 291 291   64.7 100.0 0.1  

5 株式等譲渡所得割交付金  60 0 0      

6 地方消費税交付金  30,550 18,862 18,862   61.7 100.0 1.4  

7 自動車取得税交付金  12,720 4,606 4,606   36.2 100.0 0.4  

8 地方特例交付金  10,000 10,228 10,228   102.3 100.0 0.8  

9 地方交付税 1,139,832 776,483 776,483   68.1 100.0 59.4  

10 交通安全対策特別交付金  350 0 0      

11 分担金及び負担金  14,478 10,861 7,605  3,256 52.5 70.0 0.6  

12 使用料及び手数料  18,059 20,235 9,600  10,635 53.2 47.4 0.7  

13 国庫支出金 70,552 12,151 12,151   17.2 100.0 0.9  

14 県支出金 256,830 54,122 54,122   21.1 100.0 4.1  

15 財産収入 24,446 19,516 19,516   79.8 100.0 1.5  

16 寄 附 金 23,585 23,582 23,582   100.0 100.0 1.8  

17 繰 入 金 584,488 100 100   0.0 100.0 0.0  

18 繰 越 金 71,082 71,082 71,082   100.0 100.0 5.4  

19 諸 収 入 62,123 9,270 9,270   14.9 100.0 0.7  

20 町  債 398,500 32,800 32,800   8.2 100.0 2.5  

合     計 3,063,841 1,437,367 1,307,336  130,031 42.7 91.0 100.0  
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（３）一般会計歳出 

    ア 歳出の概要 

     一般会計歳出の概要は 

    予算現額     ３，０６３，８４１千円 

    支出済額     １，５４９，９８６千円 

    不 用 額     １，５１３，８５５千円 

     予算現額に対する支出済額の割合（執行率）は５０．６％である。  

     歳出決算額の主なものは， 

    総 務 費       ２０８，８３５千円（構成比１３．５％） 

    民 生 費       ３１０，８２６千円（構成比２０．０％） 

農林水産業費     ４３６，５０７千円（構成比２８．２％） 

教 育 費       １０９，２５９千円（構成比 ７．０％） 

公 債 費       ２６１，７８７千円（構成比１６．９％） 
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 第４表 歳出の状況 

 

（単位：千円・％） 

区    分 
予算現額 

A 

支出済額 

B 
不用額 B/A 

B の 

構成比 

1 議 会 費 65,780  36,887  28,893  56.1  2.4   

2 総 務 費 395,335  208,835  186,500  52.8  13.5   

3 民 生 費 556,949  310,826  246,123  55.8  20.0   

4 衛 生 費 135,001  70,758  64,243  52.4  4.6   

5 労 働 費 1,530  1,512  18  98.8  0.1   

6 農林水産業費 809,540  436,507  373,033  53.9  28.2   

7 商 工 費 9,420  8,815  605  93.6  0.6   

8 土 木 費 142,727  42,130  100,597  29.5  2.7   

9 消 防 費 121,673  59,800  61,873  49.1  3.9   

10 教 育 費 183,689  109,259  74,430  59.5  7.0   

11 災害復旧費 138,925  702  138,223  0.5  0.0   

12 公 債 費 498,000  261,787  236,213  52.6  16.9   

13 諸支出金 2,402  2,168  234  90.3  0.1   

14 予 備 費 2,870  0  2,870    

合    計 3,063,841  1,549,986  1,513,855  50.6  100.0   
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 ３ 特別会計 

  （１）国民健康保険特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額５９２，２６８千円に対して，歳入総額が３

４９，６４７千円，歳出総額が３３５，２５３千円で，形式収支は１４，３

９４千円の黒字となっている。 

    歳入の主なものは，繰越金が９４，３９６千円（構成比２７．０％），国庫

支出金が７８，８６３千円（構成比２２．６％），国民健康保険税が６５，１

２５千円（構成比１８．６％），療養給付費交付金が５４，１８８千円（構成

比１５．５％）である。 

    歳出の主なものは，保険給付費が２２３，３５９千円（構成比６６．６％），

老人保健拠出金が７４，１４３千円（構成比２２．１％）である。 

 

第５表 国民健康保険特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

349,647 335,253 14,394 0 14,394 △80,002 
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 第６表 歳入の状況 

 

（単位：千円・％） 

区     分 

予算現額 

A 

調定額 

B 

収入済額 

C 

不 納

欠損額 

収 入

未済額 

C/A C/B 

C の

構成比 

1 国民健康保険税  160,230 208,101 65,125  142,976 40.6 31.3 18.6  

2 使用料及び手数料  20 0 15  △15 75.0 0.0 0.0  

3 国庫支出金 245,179 78,863 78,863   32.2 100.0 22.6  

4 県支出金 3,643 1,536 1,536   42.2 100.0 0.4  

5 療養給付費交付金  82,338 54,188 54,188   65.8 100.0 15.5  

6 共同事業交付金  7,286 14,369 14,369   197.2 100.0 4.1  

7 財産収入 1 0 0      

8 繰 入 金 57,875 41,000 41,000   70.8 100.0 11.7  

9 繰 越 金 35,439 94,396 94,396   266.4 100.0 27.0  

10 諸 収 入 257 155 155   60.3 100.0 0.1  

合     計 592,268 492,608 349,647  142,961 59.0 71.0 100.0  
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第７表 歳出の状況 

 

（単位：千円・％） 

区    分 
予算現額 

A 

支出済額 

B 
不用額 B/A 

B の 

構成比 

1 総 務 費 26,248  14,682  11,566  55.9  4.4   

2 保険給付費 366,050  223,359  142,691  61.0  66.6   

3 老人保健拠出金 148,194  74,143  74,051  50.0  22.1   

4 介護納付金 27,800  16,079  11,721  57.8  4.8   

5 共同事業拠出金 14,572  6,144  8,428  42.2  1.8   

6 保健事業費 1,029  806  223  78.3  0.3   

7 基金積立金 1  0  1    

8 公 債 費 100  0  100    

9 諸支出金 351  40  311  11,4  0.0   

10 予 備 費 7,923  0  7,923    

合    計 592,268  335,253  257,015  56.6  100.0   

 

 

（２）老人保健特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額７７７，０００千円に対して，歳入総額が４

６０，９２９千円，歳出総額が４３５，２６０千円で，形式収支は２５，６

６９千円の黒字となっている。 

    歳入の主なものは，支払基金交付金が２７０，２０７千円（構成比５８．

６％），国庫支出金が１１１，０６６千円（構成比２４．１％），繰入金が３

０，０００千円（構成比６．５％），県支出金が２６，１２３千円（構成比５．

７％）である。 

    歳出の主なものは，医療諸費が４３５，１３１千円である。 
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第８表 老人保健特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

460,929 435,260 25,669 0 25,669 2,136 

 

 

（３）介護保険特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額３６５，４２３千円に対して，歳入総額が２

０２，７３４千円，歳出総額が１７０，５１９千円で，形式収支は３２，２

１５千円の黒字となっている。 

    歳入の主なものは，支払基金交付金が５６，８４６千円（構成比２８．０％），

国庫支出金が５３，３６０千円（構成比２６．３％），保険料が３０，３１５

千円（構成比１５．０％），繰入金が２４，２９８千円（構成比１２．０％）

である。 

    歳出の主なものは，保険給付費が１６７，００８千円（構成比９７．９％），

総務費が３，３５３千円（構成比２．０％）である。 

 

第９表 介護保険特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

202,734 170,519 32,215 0 32,215 15,126 
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（４）農業集落排水事業特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額８３０，０７０千円に対して，歳入総額が３

３７，０１６千円，歳出総額が２８４，５６８千円で，形式収支は５２，４

４８千円の黒字となっている。 

    歳入の主なものは，繰入金が１８０，０００千円（構成比５３．４％），県

支出金が１１１，２００千円（構成比３３．０％），繰越金が４０，２１９千

円（構成比１１．９％）である。 

    歳出の主なものは，事業費が２２９，１０１千円（構成比８０．５％），公

債費が３４，８５８千円（構成比１２．２％），総務費が２０，６０９千円（構

成比７．２％）である。 

 

第１０表 農業集落排水事業特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

337,016 284,568 52,448 0 52,448 32,708 

 

 

（５）漁港特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額４４０千円に対して，歳入総額が３０４千円，

歳出総額が１５６千円で，形式収支は１４８千円の黒字となっている。 

    歳入の主なものは，使用料及び手数料が１９２千円（構成比６３．２％），

繰越金が１１２千円（構成比３６．８％）である。 

    歳出は，漁港管理費が１５６千円である。 
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第１１表 漁港特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

304 156 148 0 148 36 

 

 

（６）三高港特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額７，０９０千円に対して，歳入総額が５，３

２９千円，歳出総額が３，６４８千円で，形式収支は１，６８１千円の黒字

となっている。 

    歳入の主なものは，使用料及び手数料が４，０８２千円（構成比７６．６％），

繰越金が１，２３４千円（構成比２３．２％）である。 

    歳出は，港湾管理費が３，６４８千円である。 

 

第１２表 三高港特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

5,329 3,648 1,681 0 1,681 447 

 

 

（７）住宅新築資金等貸付事業特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額２３，８５１千円に対して，歳入総額が１５，

４５９千円，歳出総額が１４，９２８千円で，形式収支は５３１千円の黒字

となっている。 

    歳入の主なものは，諸収入が１３，０５１千円（構成比８４．４％），繰入
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金が１，６０３千円（構成比１０．４％）である。 

    歳出の主なものは，公債費が１４，８０３千円（構成比９９．２％）であ

る。 

 

第１３表 住宅新築資金等貸付事業特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

15,459 14,928 531 0 531 △273 

 

 

（８）教育振興奨学金特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額６，８００千円に対して，歳入総額が７，３

３１千円，歳出総額が１，６８２千円で，形式収支は５，６４９千円の黒字

となっている。 

    歳入の主なものは，繰越金が６，７４９千円（構成比９２．１％），諸収入

が３７０千円（構成比５．０％）である。 

    歳出は，貸付金が１，６８０千円（構成比９９．９％）である。 

 

第１４表 教育振興奨学金特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

7,331 1,682 5,649 0 5,649 △1,100 
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４  財産に関する調書  

（１）  基  金  

 

第１５表  基金の状況  

                                （ 単 位 ： 円 ）  

区       分  前 年 度 末 現 在 高  決 算 年 度 中 増 減 高  決 算 年 度 末 現 在 高  

財 政 調 整 基 金  495 ,8 81 ,4 13      78 ,2 45  495 ,9 59 ,6 58  

減 債 基 金  148 ,1 81 ,5 44      41 ,2 28  148 ,2 22 ,7 72  

ふ る さ と 創 生 基 金  230 ,5 85 ,0 96      45 ,5 04  230 ,6 30 ,6 00  

地 域 福 祉 基 金  145 ,5 38 ,2 64      42 ,7 04  145 ,5 80 ,9 68  

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金  146 ,4 93 ,1 62      26 ,9 92  146 ,5 20 ,1 54  

ふ る さ と 水 と 土 の 保 全 基 金  10, 57 1, 19 1       3, 84 9  10, 57 5, 04 0  

黒 神 島 環 境 保 全 基 金  7,0 67 ,7 51  1,9 02 ,0 32  8,9 69 ,7 83  

介 護 給 付 基 金  3,9 08 ,7 29       40 6  3,9 09 ,1 35  

土 地 開 発 基 金  186 ,1 39 ,8 37      54 ,6 25  186 ,1 94 ,4 62  

県 収 入 証 紙 購 入 基 金  30, 00 0   30, 00 0  

合       計  1,3 74 ,3 96 ,9 87  2,1 95 ,5 85  1,3 76 ,5 92 ,5 72  

  

（２）  公有財産（土地及び建物）  

 

第１６表  公有財産の状況  

                      （単位：㎡）  

区    分  土  地  面  積  建  物  面  積  

行政財産合計  201,918     46,133     

普通財産合計  291,735     0     

合    計  493,653     46,133     
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５ 基金運用状況 

   特定の目的のために，定額の資金を運用をするために設置された基金の運用

状況を示すものであり，その概要は次のとおりである。  

  

（１） 土地開発基金 

 

第１７表  土地開発基金の状況  

（単位：円） 

区 分 
前年度末 

現在高 

決 算 年 度 中 の 増 減 高 決算年度末

現在高 増 減 計 

現 金 172,516,737  150,445,375 △150,445,375 22,071,362 

土 地 13,623,737 150,500,000  150,500,000 164,123,100 

合 計 186,139,837 150,500,000 150,445,375 54,625 186,194,462 

土地（面積） 9,218 ㎡  165,997 ㎡   165,997 ㎡  175,215 ㎡  

  当年度末は１８６，１９４，４６２円で前年度末と比較して５４，６２５円増加して

いる。これは，基金利子５４，６２５円及び現金１５０，５００，０００円を取り崩し

て土地を取得しているため，土地が１６５，９９７㎡増加し１７５，２１５㎡となった。 

 

（２） 広島県収入証紙購入基金 

 

第１８表  広島県収入証紙購入基金の状況  

（単位：円） 

区 分 前年度末現在高 決算年度中の増減高 決算年度末現在高 

現 金 7,780    2,020    9,800    

証 紙 22,220    △2,020    20,200    

合 計 30,000    0    30,000    
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６ むすび 

   この決算は，江田島町，能美町，沖美町及び大柿町の合併に伴う平成１６年

１０月末日までの会計期間７か月の変則的な決算である。  

   そのため，予算の執行率は前年に比べて大変低くなっており，予算執行率に

ついては，前年度対比は困難である。 

   平成１６年１０月末日での打ち切り決算は，一般会計と特別会計を合わせた

歳入総額が２，６８６，０８５千円，歳出総額が２，７９６，０００千円で，

形式収支及び実質収支ともに１０９，９１５千円の赤字となっている。  

   収入未済額や予算の未執行に伴う不用額が多くなっているが，債権，債務に

ついては江田島市に引き継がれている。 

   なお，町税をはじめ国民健康保険税，住宅新築資金等貸付金及び使用料等の

滞納額は１２８，４２７千円となっており，税の公平性に鑑み実態を把握検討

され滞納の解消に市職員一丸となって努められることを要望する。 
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一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金運用状況審査意見 

 

第１ 審査の対象 

 １ 各会計歳入歳出決算 

   平成１６年度 大柿町一般会計 

   平成１６年度 大柿町国民健康保険特別会計 

   平成１６年度 大柿町老人保健特別会計 

   平成１６年度 大柿町公共下水道事業特別会計 

平成１６年度 大柿町住宅新築資金等貸付事業特別会計 

   平成１６年度 大柿町港湾漁港管理特別会計 

   平成１６年度 大柿町地域開発事業特別会計 

   平成１６年度 大柿町介護保険特別会計 

 

 ２ 附属書類 

   平成１６年度 大柿町各会計歳入歳出決算事項別明細書 

   平成１６年度 大柿町各会計実質収支に関する調書 

   平成１６年度 大柿町財産に関する調書 

 

第２ 審査の期間 

平成１７年３月１日から平成１７年４月６日 

 

第３ 審査の方法 

この決算審査にあたり，市長から審査に付された決算報告書に基づき計数を

確認するとともに予算の執行が合法的になされているか，また，その会計処理

が適正確実に行われたかどうかを検証するため，関係職員の説明を求めるとと

もに，会計帳票及び関係証書類との照合等通常実施すべき審査手続を実施した。 
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第４ 審査の結果 

審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附属書類は，いずれも関係法令に

準拠して調製されており，かつ，それらの計数は関係諸帳簿及び証書類と符合

して正確であることを認めた。 

   また，予算の執行については，おおむね適正であると認めた。  

   審査の結果の詳細は，以下のとおりである。 

 

 １ 決算の概況 

  （１）はじめに 

    この決算は，江田島町，能美町，沖美町及び大柿町の合併に伴う平成１６

年１０月末日での打ち切り決算である。 

    その結果，多額の収入未済額及び不用額があるが，債権，債務については，

新市の江田島市へ引き継がれており，通常の決算とは異なった決算となって

いる。 

  （２）決算収支の状況 

    当年度の一般会計，特別会計を合わせた決算総額は，歳入が３，９９７，

３４７千円，歳出が４，３４６，４４４千円で，歳入歳出差引（形式収支）

は３４９，０９７千円の赤字となっている。 

    この内訳は，一般会計１１５，４５８千円の赤字，国民健康保険特別会計

１４５，０４８千円の赤字，老人保健特別会計４７，８３９千円の赤字，公

共下水道事業特別会計１１２，７２９千円の赤字，住宅新築資金等貸付事業

特別会計６，９５６千円の黒字，港湾漁港管理特別会計５，５４４千円の黒

字，地域開発事業特別会計９，２６６千円の黒字，介護保険特別会計５０，

２１１千円の黒字となっている。 
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 第１表 決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

区      分 一般会計 特別会計 計 

歳 入 総 額      A 2,173,104  1,824,243  3,997,347  

歳 出 総 額        B 2,288,562  2,057,882  4,346,444  

差 引（形式収支）     C △115,458  △233,639  △349,097  

翌年度繰越財源        D 0  0  0  

実質収支 （Ｃ－Ｄ）   E △115,458  △233,639  △349,097  

単年度収支 （E―前年度の E） △188,788  △292,236  △481,024  

 

 ２ 一般会計 

  （１）一般会計の概要 

    当年度の決算額は，予算現額４，９６７，４０２千円に対して，歳入総額

が２，１７３，１０４千円，歳出総額が２，２８８，５６２千円で形式収支

は１１５，４５８千円の赤字となっている。 

    また，翌年度への繰越財源は０であるため，実質収支も同額の赤字となっ

ている。 

    当年度のみの収支を把握するための単年度収支も１８８，７８８千円の赤

字となっている。 

 

 第２表 一般会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

2,173,104 2,288,562 △115,458 0 △115,458 △188,788 
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  （２）一般会計歳入 

    ア 歳入の概要 

     一般会計歳入の概要は 

    予算現額     ４，９６７，４０２千円 

    調 定 額     ２，６３３，２７２千円 

    収入済額     ２，１７３，１０４千円 

    不納欠損額            ０千円 

    収入未済額      ４６０，１６８千円 

     収入済額を予算現額と比較すると２，７９４，２９８千円の減少，調定

額と比較すると４６０，１６８千円の減少となっており調定額に対する収

入済額の割合（収入率）は８２．５％である。 

     歳入決算額の主なものは， 

    町  税       ５７５，３７８千円（構成比２６．５％） 

地方交付税      ９８０，５５９千円（構成比４５．１％） 

繰 越 金        ９４，０１８千円（構成比 ４．３％） 

諸 収 入       ２０４，１７１千円（構成比 ９．４％） 
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 第３表 歳入の状況 

 

（単位：千円・％） 

区     分 

予算現額 

A 

調定額 

B 

収入済額 

C 

不 納

欠損額 

収 入

未済額 

C/A C/B 

C の

構成比 

1 町  税 778,245 912,185 575,378  336,807 73.9 63.1 26.5  

2 地方譲与税 41,331 15,761 15,761   38.1 100.0 0.7  

3 利子割交付金 7,199 2,172 2,172   30.2 100.0 0.1  

4 配当割交付金 1,132 729 729   64.4 100.0 0.1  

5 株式等譲渡所得割交付金  155 1 1   0.6 100.0 0.0  

6 地方消費税交付金  82,126 50,695 50,695   61.7 100.0 2.3  

7 自動車取得税交付金  13,855 5,017 5,017   36.2 100.0 0.2  

8 地方特例交付金  28,934 28,934 28,934   100.0 100.0 1.3  

9 地方交付税 1,458,151 980,559 980,559   67.2 100.0 45.1  

10 交通安全対策特別交付金  946 501 501   53.0 100.0 0.1  

11 分担金及び負担金  42,425 63,459 18,758  44,701 44.2 29.6 0.9  

12 使用料及び手数料  47,018 100,930 24,319  76,611 51.7 24.1 1.1  

13 国庫支出金 195,051 17,979 17,979   9.2 100.0 0.8  

14 県支出金 361,656 46,631 44,943  1,688 12.4 96.4 2.1  

15 財産収入 59,637 38,897 38,763  134 65.0 99.7 1.8  

16 寄 附 金 40,601 39,721 39,721   97.8 100.0 1.8  

17 繰 入 金 561,400 6,385 6,385   1.1 100.0 0.3  

18 繰 越 金 94,018 94,018 94,018   100.0 100.0 4.3  

19 諸 収 入 267,722 204,398 204,171  227 76.3 99.9 9.4  

20 町  債 885,800 24,300 24,300   2.7 100.0 1.1  

合     計 4,967,402 2,633,272 2,173,104  460,168 43.7 82.5 100.0  
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（３）一般会計歳出 

    ア 歳出の概要 

     一般会計歳出の概要は 

    予算現額     ４，９６７，４０２千円 

    支出済額     ２，２８８，５６２千円 

    不 用 額     ２，６７８，８４０千円 

     予算現額に対する支出済額の割合（執行率）は４６．１％である。  

     歳出決算額の主なものは， 

    総 務 費       ５９３，８５９千円（構成比２６．０％） 

    民 生 費       ４３１，６４８千円（構成比１８．９％） 

    農林水産業費     １９１，９６８千円（構成比 ８．４％） 

土 木 費       ２１０，１５０千円（構成比 ９．２％） 

教 育 費       ２１０，５９２千円（構成比 ９．２％） 

公 債 費       ３１１，５５２千円（構成比１３．６％） 
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 第４表 歳出の状況 

 

（単位：千円・％） 

区    分 
予算現額 

A 

支出済額 

B 
不用額 B/A 

B の 

構成比 

1 議 会 費 72,049  42,117  29,932  58.5  1.8   

2 総 務 費 998,483  593,859  404,624  59.5  26.0   

3 民 生 費 1,009,064  431,648  577,416  42.8  18.9   

4 衛 生 費 239,484  149,336  90,148  62.4  6.5   

5 労 働 費 13,012  13,004  8  99.9  0.6   

6 農林水産業費 571,866  191,968  379,898  33.6  8.4   

7 商 工 費 13,605  12,044  1,561  88.5  0.5   

8 土 木 費 601,328  210,150  391,178  34.9  9.2   

9 消 防 費 150,268  113,098  37,170  75.3  4.9   

10 教 育 費 408,346  210,592  197,754  51.6  9.2   

11 災害復旧費 49,608  9,194  40,414  18.5  0.4   

12 公 債 費 828,613  311,552  517,061  37.6  13.6   

13 予 備 費 11,676  0  11,676    

合    計 4,967,402  2,288,562  2,678,840  46.1  100.0   
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 ３ 特別会計 

  （１）国民健康保険特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額１，０８９，３６３千円に対して，歳入総額

が３９９，６７0 千円，歳出総額が５４４，７１8 千円で，形式収支は１４５，

０４８千円の赤字となっている。 

    歳入の主なものは，国民健康保険税が１３２，４１３千円（構成比３３．

１％），国庫支出金が１２４，４８２千円（構成比３１．２％），療養給付費

等交付金が９９，５７６千円（構成比２４．９％）である。 

    歳出の主なものは，保険給付費が３４８，５９９千円（構成比６４．０％），

老人保健拠出金が１３８，８６５千円（構成比２５．５％）である。 

 

第５表 国民健康保険特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

399,670 544,718 △145,048 0 △145,048 △167,803 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 61 - 

 第６表 歳入の状況 

 

（単位：千円・％） 

区     分 

予算現額 

A 

調定額 

B 

収入済額 

C 

不 納

欠損額 

収 入

未済額 

C/A C/B 

C の

構成比 

1 国民健康保険税  318,665 514,729 132,413  382,316 41.6 25.7 33.1  

2 使用料及び手数料  60 31 31   51.7 100.0 0.0  

3 国庫支出金 390,255 124,482 124,482   31.9 100.0 31.2  

4 県支出金 4,625 2,262 2,262   48.9 100.0 0.6  

5 療養給付費等交付金  241,821 99,576 99,576   41.2 100.0 24.9  

6 共同事業交付金  15,000 5,698 5,698   38.0 100.0 1.4  

7 財産収入 110 1 1   0.9 100.0 0.0  

8 繰 入 金 105,676 12,067 12,067   11.4 100.0 3.0  

9 繰 越 金 12,940 22,755 22,755   175.9 100.0 5.7  

10 諸 収 入 211 385 385   182.5 100.0 0.1  

合     計 1,089,363 781,986 399,670  382,316 36.7 51.1 100.0  
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第７表 歳出の状況 

 

（単位：千円・％） 

区    分 
予算現額 

A 

支出済額 

B 
不用額 B/A 

B の 

構成比 

1 総 務 費 25,840  14,086  11,754  54.5  2.6   

2 保険給付費 738,999  348,599  390,400  47.2  64.0   

3 老人保健拠出金 228,234  138,865  89,369  60.8  25.5   

4 介護納付金 45,089  26,098  18,991  57.9  4.8   

5 共同事業拠出金 18,501  9,049  9,452  48.9  1.7   

6 保健事業費 2,820  481  2,339  17.1  0.0   

7 基金積立金 110  1  109  0.9  0.0   

8 公 債 費 54  0  54    

9 諸支出金 7,862  7,539  323  95.9  1.4   

10 予 備 費 21,854  0  21,854    

合    計 1,089,363  544,718  544,645  50.0  100.0   

 

 

（２）老人保健特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額１，５１０，５８５千円に対して，歳入総額

が７５２，６８８千円，歳出総額が８００，５２７千円で，形式収支は４７，

８３９千円の赤字となっている。 

    歳入の主なものは，支払基金交付金が４８７，４８２千円（構成比６４．

８％），国庫支出金が２１４，７０８千円（構成比２８．５％），県支出金が

５０，４９８千円（構成比６．７％）である。 

    歳出の主なものは，医療諸費が７８９，０５３千円（構成比９８．６％），

諸支出金が１１，２４６千円（構成比１．４％）である。 
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第８表 老人保健特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

752,688 800,527 △47,839 0 △47,839 △47,839 

 

 

（３）公共下水道事業特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額６４５，７４２千円に対して，歳入総額が１

１９，７３４千円，歳出総額が２３２，４６３千円で，形式収支は１１２，

７２９千円の赤字となっている。 

歳入の主なものは，国庫支出金が９０，９００千円（構成比７５．９％），

町債が１０，５００千円（構成比８．８％），繰入金が９，４００千円（構成

比７．９％），分担金及び負担金が４，８９０千円（構成比４．１％）である。 

    歳出の主なものは，事業費が２１１，５３４千円（構成比９１．０％），公

債費が２０，９２８千円（構成比９．０％）である。 

 

第９表 公共下水道事業特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

119,734 232,463 △112,729 0 △112,729 △112,767 

 

 

（４）住宅新築資金等貸付事業特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額７１，９１４千円に対して，歳入総額が４７，

９７０千円，歳出総額が４１，０１４千円で，形式収支は６，９５６千円の
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黒字となっている。 

    歳入の主なものは，諸収入が２８，５５０千円（構成比５９．５％），繰越

金が１９，４２０千円（構成比４０．５％）である。 

    歳出の主なものは，公債費が４０，９５７千円（構成比９９．９％）であ

る。 

 

第１０表 住宅新築資金等貸付事業特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

47,970 41,014 6,956 0 6,956 △12,464 

 

（５）港湾漁港管理特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額７，４００千円に対して，歳入総額が６，３

２２千円，歳出総額が７７８千円で，形式収支は５，５４４千円の黒字とな

っている。 

    歳入の主なものは，繰越金が５，８０８千円（構成比９１．９％）である。 

    歳出は，港湾漁港管理費が７７８千円である。 

 

第１１表 港湾漁港管理特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

6,322 778 5,544 0 5,544 △264 
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（６）地域開発事業特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額３１４，６８５千円に対して，歳入総額が７

８，２５１千円，歳出総額が６８，９８５千円で，形式収支は９，２６６千

円の黒字となっている。 

    歳入の主なものは，財産収入が６８，２３５千円（構成比８７．２％），繰

越金が１０，０１６（構成比１２．８％）である。 

    歳出は，地域開発事業費が３８，１８０（構成比５５．３％），公債費が３

０，８０５千円（構成比４４．７％）である。 

 

第１２表 地域開発事業特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

78,251 68,985 9,266 0 9,266 9,265 

 

 

（７）介護保険特別会計 

    当年度の決算額は，予算現額８０８，４２６千円に対して，歳入総額が４

１９，６０８千円，歳出総額が３６９，３９７千円で，形式収支は５０，２

１１千円の黒字となっている。 

    歳入の主なものは，支払基金交付金が１２６，６０４千円（構成比３０．

２％），国庫支出金が１１５，６４１千円（構成比２７．６％），保険料が６

７，２１１千円（構成比１６．０％），繰入金が５１，６７６千円（構成比１

２．３％），県支出金が４７，８８５千円（構成比１１．４％）である。 

    歳出の主なものは，保険給付費が３６１，９８２千円（構成比９８．０％），

総務費が６，４５０千円（構成比１．７％）である。 
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第１３表 介護保険特別会計決算収支の状況 

 

                              （単位：千円） 

歳入総額 

A 

歳出総額 

B 

形式収支 

（A―B）C 

翌年度繰越 

財 源  D 

実質収支 

（C―D）E 

単年度収支 

（E―前年度の E） 

419,608 369,397 50,211 0 50,211 39,636 

 

４  財産に関する調書  

（１）  基  金  

 

第１４表  基金の状況  

                                （ 単 位 ： 円 ）  

区       分  前 年 度 末 現 在 高  決 算 年 度 中 増 減 高  決 算 年 度 末 現 在 高  

財 政 特 別 準 備 基 金  366 ,2 58 ,5 24  36, 73 4, 28 4  402 ,9 92 ,8 08  

国 民 健 康 保 険 基 金  218 ,4 60 ,0 27    1 ,5 29  218 ,4 61 ,5 56  

灘 尾 記 念 文 庫 基 金  6,3 84 ,6 88  △ 6 ,3 84 ,6 88  0 

灘 尾 弘 吉 先 生 顕 彰 像 等 維 持 管 理 基 金  0      45 ,8 51 ,4 01  45, 85 1, 40 1  

ス ポ ー ツ 振 興 基 金  10, 25 1, 68 4      7 5, 10 1  10, 32 6, 78 5  

減 債 基 金  434 ,8 24 ,9 21       2, 65 4  434 ,8 27 ,5 75  

ふ る さ と 基 金  220 ,5 65 ,3 64   1 15 ,0 02 ,2 08  335 ,5 67 ,5 72  

地 域 福 祉 基 金  201 ,6 66 ,8 01         4 15  201 ,6 67 ,2 16  

ふ る さ と 水 と 土 の 保 全 基 金  10, 57 9, 84 9           6  10, 57 9, 85 5  

介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金  14, 78 6, 21 0         1 25  14, 78 6, 33 5  

土 地 開 発 基 金  180 ,6 50 ,0 63          3 1  180 ,6 50 ,0 94  

奨 学 資 金 貸 付 基 金  58, 74 6, 57 3       12 0, 21 9  58, 86 6, 79 2  

合       計  1,7 23 ,1 74 ,7 04  191 ,4 03 ,2 85  1,9 14 ,5 77 ,9 89  
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（２）  公有財産（土地及び建物）  

 

第１５表  公有財産の状況  

                      （単位：㎡）  

区    分  土  地  面  積  建  物  面  積  

行政財産合計  279,773     53,535     

普通財産合計  512,463     350     

合    計  792,236     53,885     

 

５ 基金運用状況 

   特定の目的のために，定額の資金を運用をするために設置された基金の運用

状況を示すものであり，その概要は次のとおりである。  

  

（１） 土地開発基金 

 

第１６表  土地開発基金の状況  

（単位：円） 

区 分 
前年度末 

現在高 

決 算 年 度 中 の 増 減 高 決算年度末

現在高 増 減 計 

現 金 3,164,662   31 3,164,693 

土 地 177,485,401    177,485,401 

合 計 180,650,063   31 180,650,094 

土地（面積） 20,926 ㎡     20,926 ㎡  

  当年度末は１８０，６５０，０９４円で前年度末と比較して３１円増加している。こ

れは，基金利子３１円の積み立てによるものである。 
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（２） 奨学資金貸付基金 

 

第１７表  奨学資金貸付基金の状況  

（単位：円） 

区 分 
前年度末 

現在高 

決 算 年 度 中 の 増 減 高 決算年度末

現在高 増 減 計 

貸付金 35,936,000 5,748,000 2,020,400 3,727,600 39,663,600 

現 金 22,810,573 2,140,619 5,748,000 △3,607,381 19,203,192 

合 計 58,746,573 7,888,619 7,768,400 120,219 58,866,792 

  当年度末は５８，８６６，７９２円で前年度末と比較して１２０，２１９円増加して

いる。これは，新規貸付５，７４８，０００円，貸付金償還金２，０２０，４００円，

基金利子１２０，２１９円によるものである。 

  

６ むすび 

   この決算は，江田島町，能美町，沖美町及び大柿町の合併に伴う平成１６年

１０月末日までの会計期間７か月の変則的な決算である。  

   そのため，予算の執行率は前年に比べて大変低くなっており，予算執行率に

ついては，前年度対比は困難である。 

   平成１６年１０月末日での打ち切り決算は，一般会計と特別会計を合わせた

歳入総額が３，９９７，３４７千円，歳出総額が４，３４６，４４４千円で，

形式収支及び実質収支ともに３４９，０９７千円の赤字となっている。  

   収入未済額や予算の未執行に伴う不用額が多くなっているが，債権，債務に

ついては江田島市に引き継がれている。 

   なお，町税をはじめ国民健康保険税，住宅新築資金等貸付金及び使用料等の

滞納額は５８６，４４５千円となっており，税の公平性に鑑み実態を把握検討

され滞納の解消に市職員一丸となって努められることを要望する。  

 

 

 


